
○農村地区の古民家を拠点として、歴史ある古河市を観光地化み取り組む。
○豊富な農作物や、農泊によるエクスペリエンスを軸としたコンテンツを磨き上げに重点を置いて取り組む。
○スペインのバルセロナを手本とし、農業と古民家の観光化で、100年続くまちづくりを目指す。

一般社団法人茨城県古民家再生協議会 〔茨城県古河市〕
い ば ら き け ん こ が し

【実施体制】茨城県古河市

【採 択 年 度】
平成29年度

【事業実施期間】
平成29～30年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

○ 古民家を活用した農泊プログラムの開発及びモニターツ
アーの実施
○ ＳＮＳによる観光コンテンツの発信
○ 情報の受発信の拡大

○空き家物件調査の実施。

○各種研修会の開催。

○グランピングによる農泊体験ツアーの実施。

○先進地（京都、沖縄）視察研修の実施。

○大型展示会への参加。

○農泊開業研修会の実施。

○インバウンド研修会の実施。

○ＳＮＳによる情報の受発信。
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農泊プログラムの開発モニターツアー実施

※Ｈ31年3月 古河市古民家を活用したまちづくり協議会設立
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